
【取組内容】 クラウド活用でアイデアを可視化 生徒主体の校外学習へ

大阪市立西淀中学校（大阪府）【指定校】

様式Ⅰ-1

リーディングDXスクール事業 【実践事例】

①「個別最適な学び」と「協働的な学び」の一体的な充実

「こんなときどうする?」という議題
に対して、各班長の意見をフォーム
で集約。各班長は同意する意見を
選び、フォントを大きくして表現。
多数意見が視覚的にわかりやすく
なり、協議進行のヒントに。

校外学習の各活動で情報共有を速やかに

班長会議は Google フォーム で

訪問先でのマナーや事前学習で
わかった見学のポイントをスライ
ドにまとめ、Google ドライブ
で共有。さらに、印刷したスライド
を廊下などに掲示し、ポスターと
しても活用。

訪問先で撮影した写真はクラ
ウドで共有し、班で共同編集し
ながら動画を作成。保護者に
伝える活動を行う。

各係からの報告は Google スライド で

振り返りとして動画制作

生徒のアイデアを可視化！ 主体的な活動を促進

① フォームやスライドを使うことで生徒一人一人

のアイデアが可視化され、リアルタイムに共有す

ることができる。

② 相互参照や共同編集を通して生徒同士の対

話が生まれ、アイデアがブラッシュアップ。主体

的な活動へとつながる。

生徒の反応

これまでは班長会議で話し合ったことを
詳細にメモしなければなりませんでした。
今は、みんなの発言がデータを確認するだ
けでわかるので便利だと思いました。

友だちと話し合いながら共同編集をするので、
一人で考えるよりもたくさんのアイデアが思い
浮かんできました。



大阪市立西淀中学校（大阪府）【指定校】

様式Ⅰ-2

リーディングDXスクール事業 【実践事例】

【取組内容】 小学校６年間＋中学校３年間を見通した情報活用能力の育成（小中連携）

②情報活用能力の育成

中２「調べ学習」

６年生 １年生 ２年生 ３年生

中１「スマホの伝わり方」

情
報
活
用
能
力

学
校
行
事

小学校の達成状況をもとに、次の３つ
を中学卒業までの達成目標としました。

１ 情報リテラシーの醸成

２ 目的に応じた情報の精選・発信

３ タイピング100文字/分

中学校小学校

中３「プレゼン発表会」
各クラス、班ごとにプレゼンを
作成し、各クラスの上位が学年
全体の前で発表する。

小６「メディア・リテラシー」

SNS等との付き合い方を題材とし
て、スマホの使い方、画面による伝
わり方を考える。

インターネット上にある様々な情報
の信頼性や妥当性を見極め、根拠
資料として活用する。

特殊詐欺加害防止特設サイト | 東京都

SNSや生成AIから得ることのでき
る情報の妥当性を考え、複数の情
報源にあたり、批判的にメディアに
接する姿勢を学ぶ。

批判的思考・判断

小中９年間を見通した
西淀中学校の到達目標

情報モラルの適用総合的読解力の育成

タイピング速度調査 情報の取捨選択 プレゼン作成・発表

https://www.kagaiboushi.metro.tokyo.lg.jp/%e3%81%a9%e3%81%a3%e3%81%a1%e3%81%8c%e9%97%87%e3%83%90%e3%82%a4%e3%83%88%ef%bc%9f-%e3%82%af%e3%82%a4%e3%82%ba%e3%81%a7%e3%82%8f%e3%81%8b%e3%82%8b-%e5%8d%b1%e9%99%ba%e3%81%aa%e6%b1%82%e4%ba%ba/


【取組内容】 Google Classroom で授業の振り返りと家庭学習とをつなぐ

大阪市立西淀中学校（大阪府）【指定校】

様式Ⅰ-３

リーディングDXスクール事業 【実践事例】

③B 端末の日常的な持ち帰りによる家庭学習の充実

家庭学習として授業の振り返りを
行う際は、Google Classroom を
確認。本時の学習内容はいつでも
何度でも自分のペースで振り返る
ことができる。

１

家庭学習で理解度を把握し、授業改善へ

学習内容を振り返り

生徒の反応

Google Classroom で授業の振り返り

学習内容の定着を確認するための
適用問題としてフォームに回答。
自動採点、繰り返し回答できるよう
に設定しておくことで、生徒自らそ
の授業の内容を、どの程度理解で
きたかを確認することができる。

授業の適用問題にチャレンジ

① 授業の流れや学習内容を Google Classroom に投稿

することで、いつでもどこでも授業の振り返りができる。

また、欠席者も学習の進捗状況を確認できる。

② Google フォーム の適用問題をもとに、生徒も指導者

も学習内容の理解度を把握し自己調整や授業改善に。

２Google Classroomに様々な資料があるので、
家庭でも授業中と同じような環境で学べるのが
よいです。フォームに回答すると、解説も見ること
ができるので、とても便利です。

長期休業中の課題も、同様に
取り組むことができる。

長期休業中の課題も端末で

回答を分析し、授業改善３
フォームの回答を集計・分析し、
生徒の理解状況を、次時の授業
の導入時に提示することで、学習
の目的意識を明確にする。さらに
指導者も授業内容の改善を図る
ことができる。



【取組内容】 動静表を共同編集 ～校務の効率化を実現するクラウド活用～

大阪市立西淀中学校（大阪府）【指定校】

様式Ⅰ-４

リーディングDXスクール事業 【実践事例】

④ 校務DX（標準仕様とクラウドを活用し、教員の働き方改革につなげる取組）

１

スプレッドシートの活用で、楽々動静表作成♪

教職員一人一人が自分の出勤予定を入力

教職員の反応

Google スプレッドシート を活用し、全教
職員が1人１シートに出勤予定を入力。リン
クで全教職員の一覧表が自動作成される。

共同編集機能で簡単作成 校務DX

全教職員の出勤情報が一覧で完成♪２
出勤情報の変更が“いつでも・どこから
でも”できるので、すごく便利です。

他の先生方全員の出勤情報を端末
から確認できるので、日程調整が楽に
なりました。

作成したスプレッドシートは全教職員が所属
する Google Classroom にアップロードし
て、相互参照が可能に。研修の予定等スケ
ジュール調整が容易になる。

午前、午後の色がついているところに情報を入力する。
（プルダウンで選択できるように。）

教職員の反応



【取組内容】 職員会議の資料を共同作成

大阪市立西淀中学校（大阪府）【指定校】

様式Ⅰ-５

リーディングDXスクール事業 【実践事例】

④ 校務DX（標準仕様とクラウドを活用し、教員の働き方改革につなげる取組）

会議資料は Google Classroom に ～ペーパーレスの実現 ＆ 共同編集で働き方改革～

教職員の反応

共同編集できるから、役割分担やスケジュール
調整がスムーズに行えるようになりました。会議
時間も短くなり、その分教材研究ができます。

会議資料はPDFで一本化します。
共同編集したいデータは、リンクを
つけておくことが重要です。
また、目次にリンクをつけておく
ことで、目的のページをすぐに
表示することができます。

周知資料もデータで共有
します。教職員は自分の
タイミングで閲覧可能に
なり、「読んでおいてくだ
さい」で、会議時間の
短縮につながります。

重要な内容や繰り返しアクセス
する必要がある内容は、あえて
個別に添付します。

過去のデータもすぐに閲覧できるので便利で
す。これまで資料の印刷にかけていた時間もな
くなり、資料作成の期限にも余裕ができました。



【取組内容】 教職員も他者参照 Google Classroom の各教科のクラスに全員を招待

大阪市立西淀中学校（大阪府）【指定校】

様式Ⅰ-６

リーディングDXスクール事業 【実践事例】

④ 校務DX（標準仕様とクラウドを活用し、教員の働き方改革につなげる取組）

クラスへの招待リンクを、教職員全員
が参加しているチャットへ投稿

１

教職員も他者参照のよさを実感

Google チャット でクラスに招待

教職員の反応

校内のICT活用を広める取組の一環として、教職
員も他者参照をする仕組みをつくった。
すでに、それぞれの教科でクラスを作成、運用さ
れていたので、教職員研修の際に招待リンクを共
有するよう呼びかけた。

全教職員を Google Classroom へ招待

あらゆる教科のクラスが参照可能に２

〇〇先生のクラスを覗いてみると、子どもたち
の学びの過程がよくわかるようになっていま
した。授業準備の参考にしようと思います。

様々な教科の工夫を
参考にできるとともに
他者参照のよさを教員
が実感することで授業
への転用につながった。

それぞれの教科が出している課題の量や
期限がわかるので大変便利です。子どもに
負担がかかりすぎないように、教職員同士の
コミュニケーションが活性化しました。



【GIGA×情活能力】 「情報収集→整理・分析→まとめ・表現」の過程で育成する情報活用能力

大阪市立西淀中学校（大阪府）【指定校】リーディングDXスクール事業 【GIGA×情活能力】

様式Ⅱ-A１

＜考察＞
学習者用端末を利用することで、より多くの
情報を集めることができます。その集めた情報
を整理・分析しながら、まとめ・表現につなげて
いきます。収集した情報の真偽を見極めたり、
目的に応じて情報を整理・分析したり、著作
権や引用元の明記を意識して表現したりする
などの情報活用能力を育成することを大切に
しました。

＜事例①＞
パラリンピックキャラバンの取組では、パラリン
ピックをめざして活動している講師の方との交
流に向けて、その方の実績やユニバーサルデザ
インの取組について情報を精査しながら調べて
いました。講師の方が来校されたときにぜひ聞
きたいことや伝えたいことをスライドにまとめる
ことで、各々が相手意識を持って表現するこ
とができました。

＜事例②＞
文化発表会では、ビデオ演劇に挑戦しました。
生成AIを利用※して個々のイメージに合った背
景を作成し、音源を入れたり、撮影した動画と
つなぎ合わせたりして、一つの作品を作り上げ
ていました。画像生成には適切なプロンプトが
必要だということを体験を通して学んでいる
様子が伺えました。 
※教員による代理入力

学習の過程で育成した情報活用能力

各テーマを深く調べて共有する

２年「パラリンピックキャラバン」

多くの情報が得られるからこそ、
情報を見極めたり精選したりする
力が必要だと感じます。

廊下に作品を掲示しておくことで、新たな学
習内容や表現方法に気付く生徒もいました。

異なる視点からの発表を聞くことで、
生徒の学びが広がりました。

～より深い事前学習へ～
① 講師の方についてインターネット検索。
② 情報を整理・分類し、聞きたいことや
伝えたいことを焦点化する。

③ スライドにまとめる。

制作した作品を動画に編集

２年「ビデオ演劇」

～ビデオ演劇を完成させるために～
① 生成AIを利用して背景を作成
② 音源を入れたり動画をつなげたりする
③ それぞれ分担したものを共有し、作品
を完成させる。

自分のイメージに合った画像を
生成するためには、プロンプトを
工夫することが大切だと気づき
ました。



【GIGA×指導の工夫・改善】本時の学習状況・改善点をGoogleフォームで提出・共有→次回の授業につなげる

大阪市立西淀中学校（大阪府）【指定校】リーディングDXスクール事業 【GIGA×指導の工夫・改善】

様式Ⅱ-B1

＜考察＞
保健体育科の授業では、フォームで個々の
課題について気を付けたこと等を振り返らせ
るようにしています。プリントで振り返らせるより、
生徒一人一人の状況を瞬時に把握すること
ができ、まとめの時間を短縮することができま
した。

また、スプレッドシートを活用することで、各々
の課題や振り返りが生徒同士で参照できるこ
とも大きなメリットとなります。他者参照をする
中で、課題を克服した生徒が、過去の自分と
同じ悩みを抱えている友だちへ積極的にアド
バイスする姿が見られました。また、生徒同士
で、動画の撮影も行っていたので、課題を克
服するための視点を持って、相手に声をかけ
る生徒もいました。

動きのイメージが想像できない場合や技のポ
イントを知りたい生徒は、クラウド上の見本動
画を確認することができます。個々の課題を克
服するために、友だちからアドバイスをもらったり、
見本動画を確認するなど、個別最適な学びと
協働的な学びを一体的に充実させながら技
を体得しようとする子どもの姿が見られました。

自分の状況を知る・友だちの情報を知る→振り返り→次回へ

授業の振り返り１

他者参照２

個々の目標に応じて動画を視聴３

1回の授業で、全員の課題を
見つけることは難しいですが、
クラウドを活用すると瞬時に確
認できるよさがあります。

課題を克服した友だちからアドバ
イスをもらったら、跳ぶことができ
ました。

2年 保健体育科 「とび箱運動」

振り返りはフォームに入
力する。スプレッドシート
から他者参照ができる。

スプレッドシートで友だ
ちの気づきや達成状況、
目標を確認する。

友だちの頑張りを見ることで、自分の新たな
目標にもなる。また、友だちの振り返りから
新たな着眼点を発見することにもつながる。

生徒の振り返りから、どういったところに注目
すれば技ができるようになるか、指導のポイン
トを把握し、状況に応じて動画を追加する。



【GIGA×中・数学科】 リアルタイムに他者参照ができる環境を整え、無解答率の減少へ

大阪市立西淀中学校（大阪府）【指定校】リーディングDXスクール事業 【GIGA×教科】

様式Ⅱ-C1

＜考察＞
数学科の無解答率を減らすためには、授業
の流れを可視化すること、既習内容を定着さ
せること、繰り返し取り組むことがポイントだと
考えています。

まずは、Google Classroom でフォーム
やスライドを共有し、本時の流れの見通しを
持てるようにします。そうすることで、欠席者も
確認できるといったメリットもあります。

授業前には、三角形の合同条件などを
フォームで回答させることで既習内容の習熟
度を生徒自身も指導者も把握することがで
きます。

授業では、学習者用デジタル教科書も併
用しながら理解を深められるようにします。そ
の際に、 Google Classroom のストリー
ムを利用して質問、回答ができるようにし、
学びを止めないようにしています。

学習内容を定着させるために、演習問題を
解き、その解答が正解か不正解かをその場
ですぐに自動採点されるようにすることで、計
算間違いや理解不足に生徒自身も指導者
も気づけるようにします。

数学科では、既習内容の定着が無回答
率減少のポイントになります。そこで、既習
内容の確認にフォームを活用することで、
瞬時に採点され、生徒自身が苦手とする
内容に何度でも取り組むことができます。
さらに振り返りの場面では、本時の内容
の適用問題に取り組み、定着を図ります。

正解するまで何度でも、その場でやり直せる授業へ

２年 数学科「図形の性質と証明」
※詳細次頁

友だちの解答を参考にすることで、
自分の解答の書き方がわかり
ました。

スライドを共有することで、様々な解決方
法に触れることができます。自他の解法
を比較したり関連付けたりすることで、生
徒の学びが深まります。

２年 数学科「図形の調べ方」

自分の解法を紹介してもらえて
嬉しかったです。友だちの解法も
知れて視野が広がりました。

演習問題のフォームをルーティーン化

生徒は自分の出席番号のスライドに、解
答を入力します。指導者は内容を確認し
て達成状況を色分けしていくことで、相互
参照するスライドのめやすを可視化します。



【GIGA×中・数学科】 クラウド環境を基盤に自立した学びへ

大阪市立西淀中学校（大阪府）【指定校】リーディングDXスクール事業 【GIGA×教科】

＜考察＞
数学科では、生徒数分のスライドを複製し、
自分の出席番号＝スライド番号をワークシート
として活用しています。

自力解決が終わったら背景色を灰色に変
更する、といったルールを決めておくことで、指
導者が進捗状況をリアルタイムに把握できる
とともに、瞬時にチェックできるようにしました。
指導者は、証明の根拠が的確に示されてい
るかどうかをもとに、段階的に色分けして採点
します。生徒はスライドの背景色をもとに他者
参照して友だちの考えを参考にすることができ
るので、図形の性質を根拠に、より簡潔・明
瞭・的確な証明へと高めていくことができました。

Google Classroom には、各時間の学習
内容が事前共有されているので、生徒は自分
の進捗状況に応じて次々と課題に取り組むこ
とができます。生徒は採点結果に応じて、他者
参照をしたり、友だちに声をかけたりと、自分
に合った学び方を選択しながら進めることがで
きました。また、個々の進捗状況に合わせて、
次の課題へ進められるようにすることで、自己
調整しながら学びを進める自立した学習者
の育成につながりました。

様式Ⅱ-C２

定義をもとに証明の根拠となる性質について考える

既習内容の振り返り１

他者参照しながら自力解決

2年 数学科「図形の性質と証明（四角形）」

２

本時に使用する三
角形の合同条件を
フォームで確認、復
習する。

採点結果を確認３

自分の出席番号のス
ライドをワークシートと
して使用する。問題を
解き終えたら、背景色
を変更して採点を待つ。

他者参照をもとに話し合い４

演習問題に挑戦５

次の課題が
わかるので、
どんどん取り
組めます

スライドの色を参考
に声を掛け合う。

４段階の採点結果をも
とに、適宜修正する。

演習問題は、フォー
ムで自動採点される。
繰り返し挑戦できる。

Google スプレッドシート、Google ドライブ、Google スライドは、Google LLC の商標です。


	スライド 1
	スライド 2
	スライド 3
	スライド 4
	スライド 5
	スライド 6
	スライド 7
	スライド 8
	スライド 9
	スライド 10

